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谷三山は、一代の碩学として、その名は遠近に知られていたの
で、四方から一流の学者、文人、或いは志士などが、三山のもと
へ来遊した。そこで三山の手許には、これら諸士との筆談録が残
ったが、もとより会話に代わるものが多く、保存の必要もないと
思われたのか、その殆んどが散快して伝わらない。
あ
ろ
う
。 は
じ
め
にさん
ざ
ん
大和の碩学・谷一二山と、順山陽の門人・森田節斎は親交があっ
た
。
谷
三
山
は
幼
時
か
ら
全
聾
で
あ
っ
た
の
で
、
人
と
談
話
す
る
さ
い
、
躯
談することが多かった。その筆談録のなかで、弘化四年Ｃ八四
七）四月、森田節斎と高取の築山邸に会し、五日間にわたって続
け
ら
れ
た
も
の
が
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
。
それは、『愛靜館筆語』と題せられる文献である。この会談が、
あ
い
せ
い
高取藩の執政・築山愛櫛（禅は正居、通称は甚五左術門、別号は
（１）
柄党）の要誹川で、高取城下の築山邸で、愛静の立合いのもとに行
だ
い
せ
ん
なわれたから、これに因んだ題余で、名づけたのは愛靜その人で
法
政
史
学
第
三
十
六
号
「愛静館筆語』に見る幕末二儒の頼山陽観
（２）
現存するＪものは、猫飼敬所、森川節斎、春日潜庵、士ロ田松陰、
松
浦
武
四
郎
ら
の
数
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
大
抵
は
断
簡
・
零
墨
の
類
い
で
、
ま
と
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
猪
飼
敬
所
と
の
学
術
上
の
異
（３）
（４）
同
を
質
し
た
Ｊ
も
の
、
そ
れ
と
築
山
愛
称
と
の
藩
政
に
関
す
る
問
答
集
、
及
び
『愛赫餓鞭語』との糸である。
な
か
で
も
『
愛
静
館
鞭
語
』
は
、
経
学
者
の
あ
ま
り
堅
固
し
い
理
窟
は
抜
き
に
し
て
、
万
般
の
話
題
を
手
当
り
し
だ
い
捉
え
て
、
打
ち
解
け
て
歓
談
し
て
い
る
。
両
者
の
素
養
や
性
格
、
親
善
関
係
か
ら
い
っ
て
、
袴
を
脱
い
で
胸
襟
を
附
い
て
の
話
は
、
な
か
な
か
に
Ⅲ
向
く
、
種
々
の
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
殊
に
帆
山
陽
に
関
す
る
話
が
随
所
に
川
て
い
る
の
で
、
頬
山
陽
の
人
と
な
り
を
窺
う
の
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。
〔注〕
（
１
）
高
取
城
下
の
築
山
邸
築
山
愛
静
の
邸
、
い
わ
ゆ
る
愛
静
館
で
、
大
和
国
高
市
郡
高
取
村
（
現
、
奈
良
県
商
市
郡
商
取
川
上
子
雌
）
。
（
２
）
方
川
松
陰
の
筆
語
断簡（橿原・谷家所蔵）。拙著『明治維新の源流』
安
藤
英
男 八○
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一
、
『
愛
静
館
筆
語
』
の
成
立
先
ず
筆
語
の
当
事
者
で
あ
る
谷
三
山
と
、
森
田
節
斎
の
関
係
に
つ
い
て
触
れてお
き
た
い
。
谷三山は、享和二年（一八○二）、大和国高市郡南八木村（現、
し
せ
い
奈良県橿原市八木町）に生まれた。韓は操、字は子正、通称は昌
平といった。一一一山は号で、大和一一一山に因んでいる。油問屋の二男
で
あ
る
が
、
学
問
に
志
し
、
博
覧
強
記
を
も
っ
て
名
声
大
い
に
聞
こ
え
た
。
家
塾
を
開
い
て
「
興
讓
館
」
と
い
い
、
高
取
藩
の
扶
持
を
賜
わ
り
、
藩
政
に
関
し
て
も
大
い
に
建
言
し
た
。
彼
は
幼
少
よ
り
多
摘
で
あ
っ
た
か
ら
、
殆
ん
ど
郷
外
に
出
遊
す
る
こ
と
が
（
紀
伊
国
屋
書
店
刊
）
口
絵
写
真
に
一
部
掲
載
。
水
戸
人
士
に
ス
ヲ
つ
い
て
、
「
気
節
・
識
見
、
圧
。
倒
一
藩
『
藤
田
虎
之
助
」
「
大
ダ
日
本
史
校
正
ノ
時
、
甚
功
ア
リ
、
豊
田
彦
一
一
郎
」
「
新
著
新
論
、
そ
尤
世
二
行
ル
、
会
沢
常
蔵
」
な
ど
と
書
き
添
え
て
あ
る
。
な
お
松
陰
の
「
発
狂
東
遊
日
記
」
の
「
五
月
二
日
、
雨
」
の
条
に
、
「吉太郎左伴ひ田井荘を発し、八木に至り、一一一山翁を
訪
う
」
と
あ
り
、
こ
の
時
の
筆
語
で
あ
る
。
（
３
）
猪
飼
敬
所
と
意
見
を
交
換
「谷三山・猪飼敬所両先生筆談」（『一一一山先生遺稿』（奈
良
県
商
市
郡
教
育
会
細
。
三
四
一
’
一
一
一
七
九
頁
所
収
）
。
原
本
は
橋
原
・
谷
家
所
蔵
。
（
４
）
築
山
愛
静
と
の
問
答
雄
「
築
山
悟
堂
・
谷
鐸
斎
両
先
生
筆
語
」
と
題
す
る
も
の
で
、
弘
化
三
年
正
月
の
筆
談
録
。
和
綴
十
二
冊
。
高
取
藩
政
に
関
す
る
三
山
の
意
見
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
（
柵
原
・
谷
家
所
蔵
）
『
愛
静
飾
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
僻
の
頬
山
陽
観
（
安
藤
）
なく、諸名士の方から進んで彼を訪ねている。彼を訪ねた最初の
名
士
は
、
京
都
の
猪
飼
敬
所
（
諄
は
彦
博
、
字
は
希
文
）
で
あ
る
。
す
で
に
敬所は、蔚然たる大儒で、三山に対して四十一歳の年長である。
それが六十九歳の時と、七十四歳の時と、二度まで駕を柱げて一一一
川
を
訪
ね
、
経
学
に
関
す
る
意
見
を
交
換
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
筆
談
（１）
録を見るに、三山は堂々と応酬していて、少しも年齢差を感じさ
せ
な
い
。
こ
の
一
事
を
以
て
も
、
三
山
の
学
殖
が
少
壮
に
し
て
尋
常
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
森
田
節
斎
は
、
文
化
八
年
二
八
一
一
）
、
大
和
国
字
智
郡
五
條
村（現、奈良県五条市）に生まれた。すなわち、三山と同郷の出
身
で
あ
る
が
、
年
齢
で
は
九
歳
の
卸
り
が
あ
っ
た
。
成
童
に
し
て
京
都
に
遊
び
、
経
学
を
猪
飼
敬
所
に
学
び
、
傍
ら
文
を
頬
山
陽
に
学
ん
だ
。
つ
い
で
江
戸
に
出
て
、
昌
平
鴇
に
入
り
、
古
賀
佃
庵
に
師
調
し
た
。
業
成
っ
て
五
条
に
州
っ
た
が
、
間
も
な
く
中
隅
・
四
国
地
方
に
出
遊
し
、
伊
予
の
近
藤
篤
山
に
従
学
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
知
友
を
得
た
が
、
な
か
で
も
春
田
潜
庵
、
梅
田
雲
浜
、
池
田
草
庵
、
藤
井
竹
外
、
日
柳
燕
石
と
は
特
に
良
か
っ
た
。
え
き
節
斎
は
謹
を
益
、
字
を
謙
蔵
と
い
っ
た
。
節
斎
と
号
し
た
の
は
、
『
世
説
く
え
ん
（２）
新語』の「壬義之、終身不し能し節」の壷叩に感応したといわれ、ま
た
謙
蔵
と
い
っ
た
の
は
、
万
事
に
節
度
を
守
っ
て
謙
虚
に
身
を
処
す
る
と
の
趣
意
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
し
か
し
実
際
に
は
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
かった。彼は人となり奔放、不騒で、人に対する好悪が激しく、
性
・
椙
介
で
、
住
々
に
し
て
物
議
を
か
も
し
、
文
人
の
間
で
は
「
狼
」
の
異
（３）
名
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
節
斎
の
名
が
、
頓
に
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
弘
化
元
年
二
八
四
○
）
か
八
一
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ら翌二年にかけての、江木鰐水（韓は髄、字は醐弥・福山藩儒）
が
く
す
い
と
の
茎
細
戦
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
節
斎
に
と
っ
て
も
鰐
水
に
と
っ
て
も
、
共
通
の
師
で
あ
っ
た
頬
山
陽
に
つ
い
て
、
鰐
水
が
撰
し
た
「
山
陽
先
生
行
状
」
（４）
「山陽遺稿』付載）をめぐっての猛烈な論戦であった。これは、
い
わ
ば
、
公
開
文
書
で
、
節
斎
の
筆
鋒
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
、
頬
山
陽
の
遺
友
・
篠
崎
小
竹
や
、
後
藤
松
除
な
ど
も
捲
き
こ
み
、
当
時
の
学
界
や
文
壇
の
視聴をあつめた。
節
斎
は
、
こ
と
学
問
に
関
し
て
は
、
か
な
り
周
憎
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
の
鰐
水
・
小
竹
に
送
り
つ
け
た
論
文
は
、
谷
三
山
の
指
導
を
仰
ぎ
、
校
訂
を
も
経
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
、
節
斎
の
文
名
が
場
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
節
斎
が
三
川
を
徳
と
し
た
の
は
当
然
で
、
忰
馬
の
ご
と
き
節
斎
も
、
三
山
に
は
終
生
、
礼
譲
の
態
度
を
失
な
わ
な
か
っ
た
。
さ
て
、
問
題
の
『
愛
繍
飾
筆
語
』
で
あ
る
が
、
こ
の
論
戦
か
ら
二
年
後
、
一一一山が四十六歳、節斎が三十七歳の時の所産である。当時は節斎
は
京
都
で
経
学
の
帷
を
下
し
て
い
た
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
、
彼
は
久
し
ぶ
り
で
大
和
五
条
へ
帰
省
し
、
彼
の
旧
師
・
佐
野
蛾
山
（
諌
は
煥
）
と
、
築
山
愛
静
の
娘
と
の
婚
姻
問
題
を
解
決
、
そ
の
関
係
で
高
取
の
築
山
邸
を
訪
れ
た
時
、
主
人
の
愛
静
が
谷
三
山
を
招
き
、
三
山
・
節
斎
の
蛎
談
を
要
（５）
韮叩した。両者の出〈仰いば十余年ぶりであった。文通は親しく行な
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
久
し
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
横
る
話
は
山
の
ご
と
く
、
こ
こ
に
世
に
も
珍
ら
し
い
長
時
間
の
筆
談
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
二
、
『
愛
静
館
筆
語
』
の
特
徴
次
に
『
愛
静
館
筆
語
」
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
筆
談
録
で
あること、つまり本質的には談話であって、談話に代えたもので
〔注〕
（
１
）
三
山
と
敬
所
の
筆
談
録
前
川
。
前
項
の
注
（
４
）
（
２
）
節
斎
の
号
の
由
来
森
旧
節
斎
が
井
上
業
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
（
天
保
十
五
年
三
月
四
日
付
）
に
、
「
僕
、
当
時
改
号
、
節
斎
。
是
〈
世
説
一
一
王
義
之
、
終
身
不
し
能
し
節
卜
巾
語
よ
り
い
で
、
酒
一
一
不
し
限
干
し
財
丁一一一一一一ｍ語『万蜘杵節し候心御一一御座候」とある。（『森
川
節
斎
全
集
』
三
三
五
瓦
所
収
）
（
３
）
「
狼
」
の
異
名
『
愛
静
館
兼
語
』
に
三
川
の
語
と
し
て
、
「
狼
ガ
文
章
ヲ
以
テ
壮
一
一
操
ギ
、
名
一
一
高
キ
小
竹
先
生
ヲ
サ
ヘ
小
脇
二
〈
サ
ム
ト
ハ
」
「
岳
鵬
挙
ハ
猪
ノ
精
ナ
ル
コ
ト
炎
堅
志
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
。
然
レ
バ
節
斎
ノ
狼
タ
ル
コ
ト
疑
フ
ベ
ヵ
ラ
ズ
」
等
と
あ
る
。
（
４
）
節
斎
・
鰐
水
の
大
論
峨
往
復
論
文
は
、
『
頼
川
陽
先
生
品
行
論
』
（
河
野
通
胤
編
）
と
題
し
て
、
明
治
十
四
年
上
梓
さ
れ
て
い
る
（
和
綴
二
巻
）
。
拙
箸
『
頼
山
陽
品
行
論
』
（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
刊
）
に
は
解
脱
を
付
す
。
（
５
）
両
者
の
出
合
い
は
十
余
年
ぶ
り
『
愛
静
餓
筆
語
』
（
第
一
輯
）
の
中
に
、
初
会
の
時
を
回
想
し
て
、
「
今
ヲ
即
ル
十
余
年
」
と
あ
る
の
で
、
初
会
は
文
政
期
の
末
か
、
天
保
期
の
初
で
あ
ろ
う
。
八
一
一
Hosei University Repository
あ
る
。
論
文
や
書
簡
な
ど
で
は
、
と
か
く
構
え
た
も
の
に
な
り
や
す
い
。
腹
臓
な
く
意
見
を
述
べ
あ
う
に
は
、
談
話
の
方
が
有
利
で
あ
る
。
筆
談
は
談
話
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
言
葉
づ
か
い
も
ぞ
ん
ざ
い
で
、
通
俗
語
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
仮
名
づ
か
い
も
無
雑
作
で
、
当
字
も
あ
れ
ば
、
誤
字
も
混
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
打
ち
融
け
て
い
る
わ
け
で
、
筆
談
な
る
が
故
の面白さである。
（１）
次
に
、
こ
の
筆
談
が
五
日
間
も
昼
夜
を
お
か
ず
、
飽
か
ず
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
者
が
、
互
い
に
手
の
う
ち
を
出
し
合
っ
て
、
心
置
き
な
く
歓
談
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
川
は
全
槻
で
あ
る
が、生まれつきではないので、喋ることはできる。それなのに、
筆
談
で
応
酬
し
爪
し
た
の
は
、
こ
れ
に
立
ち
合
っ
た
築
山
愛
櫛
が
、
仙
に
も
名
高
い
二
儒
に
対
し
、
そ
の
飛
語
を
家
宝
と
し
て
珍
蔵
し
た
い
と
い
う
、
切
な
る
願
飼
に
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
奇
書
が
残
っ
た
の
も
、
三
山
が
全
轤
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
愛
静
の
執
念
が
頂
な
り
あ
っ
た
た
め
で
、
後
人
は
こ
れ
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
又
、
華
語
の
大
き
な
特
徴
は
、
当
事
者
の
資
質
が
勝
れ
て
異
色
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
谷
三
山
は
、
博
覧
強
記
の
豪
才
と
し
て
、
当
時
屈
指
の
大
儒
で
あ
っ
た
。
一
方
の
森
田
節
斎
も
、
す
で
に
京
儒
と
し
て
揺
ぎ
な
い地歩を占め、学術に於て三山と応酬できるばかりでなく、若く
し
て
四
方
に
出
遊
し
て
知
友
も
多
く
、
沿
聞
の
人
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
儒
の
取
り
合
わ
せ
は
、
お
互
い
の
長
短
を
補
な
い
あ
っ
て
、
筆
語
を
い
っ
そ
う
面
白
い
も
の
に
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
飛
語
の
原
本
は
、
築
山
愛
静
が
所
有
し
て
子
孫
に
伝
え
た
が
、
後
に
故
あ
っ
て
谷
家
に
譲
渡
さ
れ
た
。
谷
家
は
谷
三
山
の
後
で
、
現
在
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
儒
の
頼
山
陽
観
（
安
藤
）
の当主は谷孫兵衛氏、橿原市八木町の谷一一一山の故宅を守っておら
れ
る
。
筆
語
に
は
、
第
一
輯
か
ら
第
六
輯
ま
で
あ
る
。
第
五
輯
は
「
筆
語
拾
遺
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
い
っ
て
第
一
’
四
輯
の
締
め
く
く
（２）
り
で
、
二
儒
の
寄
せ
書
き
な
ど
が
出
て
い
る
。
第
六
輯
は
断
簡
・
零
墨
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
、
順
序
は
不
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
’
五
輯
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
、
順
序
は
ほ
ぼ
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
な
お、原本の寸法は、縦約三十一センチ、横約一一一十九センチの美濃
紙
で
、
そ
れ
が
貼
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
鞭
淡
の
内
容
は
、
学
術
上
の
異
見
を
出
し
あ
っ
た
り
、
古
今
の
経
書
や
史
書
、
小
説
の
類
い
を
論
評
し
た
り
、
歴
史
上
の
人
物
を
肴
上
に
乗
せ
て
、
そ
の
功
罪
・
優
劣
を
論
じ
た
り
、
当
代
の
学
者
・
文
人
を
品
評
し
た
り
、
一
松
し
て
社
会
時
評
や
、
俗
壯
間
の
噂
話
に
及
ぶ
な
ど
、
話
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
何
ら
取
り
と
め
た
こ
と
の
な
い
雑
談
で
は
あ
る
が
、
二
儒
の
深
い
学
航
と
見
聞
か
ら
近
り
川
た
米
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
こ
と
得
靴
い文献ではあるまいか。
こ
の
鞭
語
の
中
に
は
、
紋
山
陽
に
関
す
る
も
の
が
、
し
ば
し
ば
Ⅲ
て
お
り
、
な
か
な
か
面
白
い
。
頼
山
陽
の
話
題
が
多
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
頬
山
陽
の
存
在
が
大
き
く
、
当
時
の
学
者
・
文
人
の
胸
中
に
、
そ
の
姿
が
強
く
焼
き
つ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
さらに言えば、谷一一一山は帆山陽が瓶没した時、三十一歳であっ
た
が
、
遂
に
一
度
も
会
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
噸
山
陽
の
方
で
は
、
三
山
の
名
声
を
聞
き
知
っ
て
い
て
、
こ
の
後
進
に
大
い
に
嘱
盟
し
、
過
い
ん
か
とう巧ゆう（３）
一一一戸して、刻の印頼を賄っている。それは、「陶鋳万古」と彫った
も
の
で
、
頬
山
陽
も
ゑ
だ
り
に
使
用
し
な
か
っ
た
秘
蔵
の
も
の
。
谷
家
で
は
、
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こ
れ
を
今
で
も
大
切
に
保
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
て
も
谷
三
山
が
、
頼
山
陽
を
慕
わ
し
く
、
懐
か
し
く
思
っ
て
い
た
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
ができる。
ま
た
、
森
田
節
斎
は
、
そ
の
青
年
時
代
、
頬
山
陽
の
塾
に
出
入
り
し
て
、
文
章
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
。
彼
の
「
細
川
頼
之
論
」
「
北
條
泰
時
論
」
は
、
（４）
名
文
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
頼
山
陽
の
朱
枇
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
。
彼
は
山
陽
門
下
の
歴
々
と
も
親
し
か
っ
た
の
で
、
彼
の
筆
語
に
噸
山
陽
の
逸
事
が
生
々
と
し
て
映
じ
て
い
る
の
も
う
な
づ
け
る
。
〔注〕
（
１
）
蛎
談
が
五
Ⅱ
に
わ
た
る
こ
の
筆
語
は
従
来
は
三
日
一
一
一
晩
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
『
愛
静
館
筆
語
』
（
第
三
輯
）
に
谷
一
一
一
山
の
言
葉
で
、
「
僕
〈
五
日
筆
ニ
フ
ス
亟
川
ハ
シ
タ
レ
ド
、
其
癖
不
し
可
し
医
」
と
あ
る
。
ま
た
、
森
田
節
斎
が
こ
の
翌
々
月
、
築
山
愛
静
に
与
え
た
書
簡
に
、
「
先
頃
、
し
せ
い
よ
う
貴
宅
滞
留
数
日
、
谷
子
正
と
筆
語
、
ヶ
様
ナ
ル
面
白
キ
事
無
し
之
候
」
（
弘
化
四
年
六
月
二
Ｈ
付
）
と
あ
る
。
（
２
）
二
儒
の
寄
せ
書
き
三
山
・
節
斎
の
寄
せ
齊
き
ば
、
｜
軸
と
し
て
保
蔵
さ
れ
て
い
る
（
橿
原
・
谷
家
所
蔵
）
。
筆
語
（
第
五
輯
）
の
中
で
は
、
そ
の
文
案
に
つ
い
て
両
者
で
協
砿
し
て
い
る
。
（
３
）
「
陶
鋳
万
古
」
の
印
願
頼
山
陽
が
向
ら
蒙
刀
を
揮
っ
た
し
の
で
、
素
材
は
蝋
石
。
印
字
の
大
き
さ
は
二
セ
ン
チ
の
方
形
。
（
橿
原
・
谷
家
所
蔵
）
（
４
）
頼
山
陽
の
朱
枇
を
仰
ぐ
森
田
節
斎
の
撰
文
二
種
。
『
森
田
節
斎
全
集
』
（
田
村
吉
永
編
）
七
’
九
頁
所
収
。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
三
、
頼
山
陽
評
〔凡例〕
一
、
筆
語
の
口
Ⅱ
頭
に
、
三
川
、
節
斎
、
と
あ
る
の
は
、
便
宜
の
た
め
に
設
け
た
も
の
。
ま
た
、
そ
の
一
、
そ
の
二
、
・
・
…
・
も
同
様
で
、
原
文
に
は
な
い
。
一
、
漢
字
・
仮
名
適
い
は
原
文
の
ま
ま
。
但
し
句
読
点
を
つ
げ
、
漢
体
に
は
返
点
を
つ
け
た
。
一
、
原
文
に
挿
入
せ
る
（
注
。
…
…
）
は
拙
注
で
あ
る
。
一
、
〔
解
義
〕
と
し
て
、
原
文
に
説
明
を
加
え
た
が
、
そ
の
中
で
そ
の
依
り
所
、
或
い
は
さ
ら
に
説
明
を
要
す
る
も
の
は
〔補注〕とした。
その一
一一一山山陽、鴬テ大和二十一一一經、廿二史ヲ読アホウァリトテ大一一
咲
フ
ト
云
。
家
生
ノ
話
ナ
ル
ョ
シ
。
或
人
、
僕
一
一
語
ル
、
ホ
ン
マ
デ
ア
ロ
カ
。
節斎牧善介、初入二山陽之門一欲し學レ文、廿二史ヲ調ント云・山
陽
日
、
左
様
ナ
ル
事
ニ
テ
ハ
文
ハ
ヵ
ヶ
ズ
ト
叱
り
候
よ
し
。
山
陽
解
し事人。｜慨一一廿一史（注。廿二史の誤）を読をアホヲト
云
、
絶
無
之
事
也
。
若
左
ナ
ク
ハ
何
以
敬
翁
ノ
博
洽
を
敬
モ
ン
ャ
。
是
等
之
事
不
レ
間
と
も
大
抵
以
レ
識
御
決
断
ア
ル
ベ
シ
。
山
陽
告
し
牧
之言、為二学し文者一発也。
〔解義〕
ざよう（１）
（２）
あるとき頬山陽が、「大和に『十一一一経』や『二十二史』を耽読
し
て
、
我
が
事
成
れ
り
と
し
て
い
る
愚
か
者
が
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
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と
う
あ
ん
を一一一一口ったと、家長籍庵（謀は淳、字は伯厚。頬山陽の門人。京
儒）が、ある人に物語った。それが、めぐりめぐって、谷三山の
耳
に
入
っ
た
。
谷三山は、これを我が身に引き当て、自分が潮笑されたと思っ
たらしい。谷一一一山にしてふれば、『十一一一経』や『二十二史』の
ような浩簡の経書・史書を、味読するのが何で悪いのか。怪諦な
こ
と
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
節
斎
に
事
の
真
偽
を
確
か
め
た
わ
け
で
あ
う○ｏこれに対し節斎は、彼が頼山陽の門に学んだ頃、牧善介（識は
観、字は信侯、号は百峰。京儒）の家に寄寓していたこともあっ
て
、
牧
善
介
か
ら
聞
い
た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
善
介
が
初
め
て
頼
山
陽
に
入
門
し
た
時
の
こ
と
、
善
介
が
『
二
十
二
史
』
を
学
び
た
い
と
い
う
と
、
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
生
き
た
文
章
は
書
け
は
し
な
い
」
と
い
っ
て
叱
ら
れ
た
と
い
う
。
さて、節斎にいわせると、頼山陽という人は、事理に明白な人
であるから、むや糸に『二十二史』を読むのを不可としたわけで
はない。そうでなければ、猪飼敬所のような博学・多識の人を、
尊敬するわけがない。これらのことは、貴方の良識に照らしてお
考えになれば、たいていお察しがつくわけで、わざわざ自分に説
明
を
求
め
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
に
。
頼
山
陽
が
牧
善
介
を
い
ま
し
め
た
の
は
、
文
章
を
学
ぶ
者
の
た
め
に
吐
い
た
言
葉
で
あ
る
、
と
。
節斎は、経学を猪飼敬所に、文章を頬山陽に学んでいる。した
がって彼の考えでは、頼山陽に学ぶべきものは文章である。頬山
陽
の
筬
言
は
、
そ
の
つ
も
り
で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
儒
の
頼
山
陽
観
（
安
藤
）
節斎山陽書自不し得し意也。嘗謂一一小竹一日、余詩文勝一一小竹｜勿論
也。書（余ヨリ妙也トイワれタリ。世人、極レロ賞し之。残
後其価連城ナルハ世耳食之徒多故也。
三山山陽以二宣子才一自居。以二鄭綿莊一侍｝一敬翁一二似タリ。
であろう。しかし、なおいえば、頬山陽はもともと、詞章暗記や
博引傍証を喜ばない。林道春（羅山）のような生字引たらんとし
て、徒らに多読し博学を誇るようでは、かえって大義・大局を見
失うおそれがある。知識も見識もと二兎を追うことは、まず以て
不可能であるから、知識はほどほどに見織を磨くべきである。そ『
れなら『十三経』や『二十二史』に没頭し、徒らに拘泥するのは
感心しないわけである。
〔補注〕
（１）「十三経』
儒学の本幹をなす十三の経典。「易経」「書経」「詩
経」「周礼」「儀礼」「春秋左氏伝」「春秋公羊伝」
「
春
秋
穀
梁
伝
」
「
論
語
」
「
孝
経
」
「
爾
雅
」
「
孟
子
」
「
礼
把」。或いは「爾雅」「孟子」を除いて、「老子」「荘
子
」
を
加
え
る
税
も
あ
る
。
（２）『二十二史』
上
古
か
ら
元
代
に
至
る
二
十
二
部
の
正
史
。
「
史
記
」
「
前
漢
書
」
「
後
漢
書
」
「
三
国
誌
」
「
晋
書
」
「
宋
書
」
「
南
斉
書」「梁書」「陳書」「後魏書」「北斉書」「後周書」
「脩書」「南史」「北史」「新唐書」「旧五代史」「新
五
代
史
」
「
宋
史
」
「
遼
史
」
「
金
史
」
「
元
史
」
その二
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節斎山陽平生眼中常有一一敬翁・一斎二人一耳。然尊二敬翁一尤甚。
至二斎一則不レ然。
一斎以一一山陽一爲一一関西之奇才一。此一語ニテ目以二関東奇才一
居ト云コト乍サトル。
山
陽
常
余
〈
五
百
年
に
一
度
生
ル
ム
者
也
イ
ム
シ
。
〔解義〕
森田節斎にいわせると、世間では頼山陽の書幅をたいそう推重
し
て
い
る
が
、
頼
山
陽
は
自
分
で
は
、
そ
の
揮
毫
に
は
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
か
っ
て
親
友
の
篠
崎
小
竹
（
韓
は
弼
、
字
は
承
弼
。
大
阪
の
儒）に向かって、「詩や文は僕の方が勝っていることは砿かだが、
識
は
獄
の
方
が
妙
味
が
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
。
と
こ
ろ
が
肚
の
人
々
は
、
口
を
極
め
て
頬
山
陽
の
書
を
褒
め
称
え
て
い
る
。
し
か
も
没
後
は
、
い
よ
い
よ
尊
重
せ
ら
れ
て
、
無
上
の
宝
と
も
さ
れ
て
じ
し
よ
く
い
る
の
は
、
世
に
「
耳
食
」
の
人
が
多
い
か
ら
だ
と
。
「
耳
食
」
と
い
う
の
は
、
聞
き
か
じ
り
で
物
の
味
を
判
断
す
る
こ
と
、
妄
り
に
風
聞
に
従
う
こ
と
で
、
頬
山
陽
の
書
が
い
や
が
上
に
も
、
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
の
は
、
買
い
か
ぶ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ぱい
谷一二山にいわせると、頼山陽は日本の貢子才（韓は枚、号は随
ていめんそう
園。清の文人）を以て任じていたと。それは、猪飼敬所が樫綿荘
（
謀
は
黙
、
字
は
延
詐
。
清
の
儒
者
）
に
擬
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。頬山陽の壮年期には、その門生に与陰えた法帖に、衰子才の汁を
（１）
揮
毫
し
て
い
る
の
が
あ
る
か
ら
、
彼
が
子
才
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
雌
か
であろう。当時の人々は、一一一山の糸ならず、頬山陽が衰子才を念
法
政
史
学
第
三
十
六
号
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
ら
し
い
。
頼
山
陽
が
撰
し
た
『
漸
西
（２）
六
家
諦
紗
』
に
、
篠
崎
小
竹
の
序
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
小
竹
は
専
ら
頼山陽と宣子才の関連を論じ、山陽を「亦近世の随園也。学者、
世に名を欲する者、随園、山陽の志、無かろ可からず」と述べて
いる。頬山陽には、衰子才に共通する性格があるし、行実にも似てい
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
頼
山
陽
は
ｕ
を
極
め
て
童
子
才
を
非
難
し
て
い
る
。
ス
ニ（３）
彼の「書一一随園詩話後一」と題する三篇の文は、子才の酷評に終始
している。山陽にしてふれば、子才と比較されることは迷惑で、
子
才
を
乗
り
超
え
て
い
る
こ
と
を
、
世
に
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
』
かし、また衿えれば、山陽が子才を意識していればこそ、競争の
心も燃え上がって、仮鰭なき批判となったのではあるまいか。
次
に
、
節
斎
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
頼
山
陽
が
意
識
し
て
い
た
同
時
代
人
は
、
猪
飼
敬
所
と
佐
藤
一
斎
と
の
ゑ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
等
廊
離
で
は
なく、敬所は維敢していたが、一斎はそうではなかったと。節斎
は、山陽、敬所、一斎を、直接に見知っていたから、その一一一一口うと
こ
ろ
に
は
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
節
斎
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
斎
は
純
Ⅲ
陽
を
指
目
し
て
、
「
彼
は
関
西
の
奇
才
だ
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
自
分
は
「
関
東
の
奇
才
」
を
以
て
任
じ
て
い
た
の
だ
、
と
鋭
い
見
方
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
節
斎
の
話
で
は
、
頼
山
陽
は
よ
く
、
「
自
分
は
五
百
年
に
一
度
し
か
生
ま
れ
な
い
人
傑
だ
」
と
い
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
山
陽
が
、
こ
の
く
ら
い
の
衿
侍
を
も
っ
て
生
き
て
い
た
の
は
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
、
彼
の
稚
気
愛
す
べ
き
一
面
で
あ
る
。
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そ
の
三
節斎山陽数書師竹洞ノ大賜物をナブル。竹洞大怒自書一一賜物一。
（注。ここに略剛が入る）山陽先生以一一余陽物一爲レ大。拙
者陰莚僅如レ此トヵキテ山陽に贈ル。寳工・小田百谷在し坐
日
、
足
へ
縮
図
デ
ァ
ロ
フ
、
原
本
必
大
焉
。
一
雁
大
笑
。
（
原
注
。
回し是文人名一一竹洞一胱二縮図先生一）
三
山
コ
ノ
筆
語
ヘ
ョ
ク
シ
マ
ッ
シ
テ
モ
ラ
ヘ
ズ
パ
、
モ
シ
人
二
披
豚
セ
パ
百年ノ後、文窟從祀之妨トモナラント憂ヲ懐き候。
〔解義〕
次
は
、
節
斎
が
伝
え
る
頼
山
陽
の
狼
談
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
頬
山
陽
が知友の中林竹洞（證は成昌、字は伯明。京都の画工）に対し、
彼
の
男
根
の
大
き
い
こ
と
を
、
し
ば
し
ば
か
ら
か
っ
た
ら
し
い
。
竹
洞
大
い
〔補注〕
（
１
）
真
子
才
の
詩
を
揮
毫
門
生
に
与
え
た
法
帖
で
、
実
子
才
の
詩
十
首
を
揮
毫
。
美
術
図
録
「
頼
山
陽
展
」
五
八
’
五
九
頁
所
収
（
元
本
は
京
都
・
頼
家所蔵）。
（２）『漸西六家詩評』
全
六
巻
。
頼
山
陽
撰
。
属
英
樹
、
厳
海
珊
、
王
穀
原
、
穐
銭
石
、
衷
随
園
、
呉
穀
人
の
詩
集
『
漸
西
六
家
詩
紗
』
に
頭
注
を
加
え
た
し
の
。
天
保
二
年
成
立
、
嘉
永
三
年
初
刊
。
臓
崎
小
竹
の
序
、
後
藤
松
陰
の
賊
が
つ
い
て
い
る
。
（３）「書一一随園詩話後已
哀
子
才
を
論
じ
た
文
三
篇
で
、
徹
底
的
に
子
才
を
批
判
し
て
る
。
弓
山
陽
先
生
脅
後
」
を
下
所
収
）
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
米
二
儒
の
頬
山
陽
観
（
安
藤
）
節斎使二毛利公一在二織田公之地『則木三必出一於其下記至二其爲ｒ
人之明快弍則僕深與二不敬公『
オ
ノ
一
二
山
然
ト
モ
元
就
、
終
身
尼
子
ノ
餘
党
ヲ
油
滴
ス
ル
コ
ト
ァ
タ
ハ
ズ
。
目
（注。ルビは原住）ゾヵラ越し四九国ヲトリ、東幟ヲ京師
一一脈ス。之餘コレハ則地之犯ニァラズ。
僕此挽興一一山陽氏一相反・
×
×
節斎使一一山陽在Ｆ壯則必以レ兄爲二盆友→山陽、人文字上一一於テァ
ャ
マ
リ
を
申
ト
大
喜
。
行
事
則
不
レ
然
、
可
レ
惜
。
に
怒
っ
て
、
ｎ
分
の
は
こ
の
く
ら
い
だ
と
、
略
阿
を
か
い
て
山
陽
に
贈
っ
た
。
た
ま
た
ま
山
陽
の
門
生
の
小
田
百
谷
（
画
工
）
が
傍
ら
に
在
っ
て
、
そ
一
れ
は
縮
図
で
あ
ろ
う
。
原
本
は
必
ず
や
も
っ
と
大
き
い
に
違
い
な
い
、
と
言
っ
た
の
で
、
一
同
大
笑
い
し
た
と
い
う
。
また、これより以降、文人仲間では竹洞を名づけて、縮図先生一
と
い
っ
た
と
い
う
。
竹
洞
は
山
陽
に
詩
文
を
習
っ
て
お
り
、
ご
く
賑
懇
の
あ
い
だ
が
ら
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
冗
談
が
い
い
か
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
話
を
聞
い
た
三
川
は
、
も
と
よ
り
謹
厳
な
人
物
で
あ
る
か
ら
、
一
寸
驚
い
た
ら
し
く
、
「
こ
の
筆
語
は
よ
く
始
末
し
て
貰
わ
な
い
と
、ぶんびょう
我らは子孫から軽蔑されるかも知れない」といっている。「文庸
し
ょ
う
ぎ
か
ざ
ほ
し
い
ま
ま
従
祀
」
と
あ
る
の
は
、
窟
を
文
り
、
肥
を
従
に
す
る
こ
と
、
祖
先
を
出
下
め
祭
る
の
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
よ
う
な
砧
の
わ
る
い
話
を
残
し
て
お
い
て
は
、
「
文
窟
従
祀
」
の
妨
げ
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
四
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〔解義〕
次
は
戦
国
群
雄
を
肴
上
に
乗
せ
て
、
そ
の
優
劣
を
論
じ
た
く
だ
り
で
、
森
田
節
斎
は
毛
利
元
就
を
評
価
し
て
、
彼
が
も
し
上
国
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
織
田
信
長
の
成
し
た
仕
事
を
、
成
し
遂
た
げ
か
も
知
れ
ず
、
信
長
の
下
風
に
は
就
く
ま
い
。
ま
た
、
人
物
の
蝋
爽
と
し
て
痛
快
な
こ
と
で
は
、
上
杉
雛
信
が
好
き
だ
と
い
っ
て
い
る
。
謙
信
が
好
き
な
の
は
、
節
斎
の
性
格
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
谷
三
山
は
、
毛
利
元
就
は
尼
子
氏
の
残
党
に
手
こ
ず
っ
て
、
東
へ
勢
力
を
伸
ば
し
き
れ
な
か
っ
た
。
や
む
を
得
ず
西
九
ヵ
国
を
取
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
地
理
や
環
境
の
ハ
ン
デ
ィ
で
は
な
く
、
力
量
の
相
拠
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
三
山
は
、
こ
の
意
見
は
、
頼
山
陽
と
も
反
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る。三山の場合は、感情を除き去って、冷厳な眼で眺めたわけで
（１）
あ
る
が
、
頼
山
陽
が
詩
や
文
で
毛
利
元
就
を
称
揚
し
た
の
は
、
別
に
意
図
す
（２）
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
郷
国
（
安
芸
）
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
か
、
長
州
藩
に
対
す
る
将
来
へ
の
期
待
と
か
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る。ま
た
節
斎
は
、
も
し
頼
山
陽
が
世
に
在
ら
ぱ
、
谷
三
山
が
い
か
に
為
に
な
る
友
人
と
な
っ
た
か
、
と
惜
し
ん
で
い
る
。
三
山
の
見
識
を
、
高
く
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
頬
山
陽
の
こ
と
を
、
世
の
人
々
は
そ
の
著
述
の
上
で
、
事
実
関
係
が
誤
っ
て
い
る
と
か
い
っ
て
、
暇
班
を
探
し
出
し
て
は、鬼の首でも取ったかのようにはしゃいでいる。しかし頬山陽
と
い
う
人
は
、
そ
の
行
実
は
全
く
誠
意
に
出
で
、
篤
実
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
当に理解せられないのは残念だといっている。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
節
斎
昨
夜
ム
ヵ
シ
初
会
ノ
時
話
シ
ァ
リ
。
當
時
事
思
ひ
出
シ
候
・
僕
、
太
史
公
之
後
、
史
中
文
敦
佳
ト
尋
ネ
シ
時
、
君
日
、
五
代
史
。
又、山陽之文ヲ間。
君口、學二幟公一得『一其什髄一者。雌三椚菟一一過賞一亦非一一風馬牛
之論『
×
×
節
斎
一
斎
、
山
陽
之
様
ナ
ル
不
學
文
盲
デ
ナ
ヶ
れ
ぺ
名
文
ハ
ヵ
ヶ
ヌ
ト
笑
ひし巾・避亦有し理。
〔解義〕
十余年前に、三山と節斎が初めて会った時のことを、節斎が思
い出して、その時の話題を二つ挙げている。
〔補注〕
（
１
）
詩
や
文
で
元
就
を
称
揚
フ
テ
ノ
二
頼山陽は、長古詩「士ロ田駅、感二毛利典厩事一作」（文，
政
十
二
年
作
）
で
、
元
就
を
「
真
の
英
雄
主
」
と
い
っ
て
い
る
Ｑ
ま
た
、
『
日
本
外
史
』
巻
十
二
で
元
就
を
詳
説
し
て
い
る
。
（
２
）
別
に
意
図
が
あ
っ
た
『
日
本
外
史
』
の
第
十
五
論
に
、
「
余
は
安
芸
の
人
な
り
」
と
鋭
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
毛
利
氏
と
母
国
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
親
し
み
を
強
調
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
又
、
外
史
撰
述
の
底
意
か
ら
い
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
毛
”
利
氏
の
臓
起
を
、
誘
発
す
る
の
一
助
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
拙
菩
『
頼
山
陽
Ⅱ
本
外
史
』
一
五
九
’
一
六
四
頁
）
そ
の
五
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その一つは、節斎が、「可馬遷の『史記』の後、史書で最も勝
（１）
れ
た
文
章
は
ど
れ
か
」
と
い
う
質
問
に
、
三
山
は
『
五
代
史
』
を
挙
げ
た
と
いう。また
一
つ
は
、
節
斎
が
、
「
頼
山
陽
の
文
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
に
、
三
山
は
「
欧
陽
修
を
学
ん
で
、
そ
の
真
髄
を
会
得
し
て
い
る
」
と
答
え
た
と
い
う
。
節
斎
は
こ
れ
を
評
し
て
、
三
山
の
意
見
は
い
さ
さ
か
褒
め
過
ぎ
だ
と
は
思
う
け
れ
ど
、
当
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
く
は
あ
る
ま
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
風
馬
牛
の
論
に
非
ず
」
と
い
っ
て
い
る
の
は、決して遠く陥ってはいない、まさに傾聴すべき評価である、
といった意味であろう。
次
に
節
斎
は
、
佐
藤
一
斎
が
頼
山
陽
の
無
学
を
畷
い
、
皮
肉
っ
て
い
る
言
葉
を
挙
げ
て
い
る
が
、
官
学
派
は
い
つ
の
世
に
も
、
在
野
・
草
葬
の
文
人
を
軽
蔑
し
勝
ち
な
し
の
、
い
わ
ん
や
頼
山
陽
の
名
声
が
噴
々
と
し
て
、
江
戸
に
聞
こ
え
て
い
る
か
ら
に
は
、
｜
斎
た
る
も
の
、
と
て
も
平
静
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
節
斎
が
、
「
こ
れ
亦
、
理
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
邪
楡
の
言
葉
で
な
い
こ
と
を
、
認
め
て
いるわけである。
つ
ま
り
旦
畏
を
返
せ
ば
、
血
の
通
っ
た
生
き
た
文
章
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、
な
ま
じ
い
な
学
問
や
知
誠
は
、
か
え
っ
て
障
り
と
な
り
妨
げ
と
な
る
。
平
易
だ
の
俗
調
だ
の
と
い
わ
れ
よ
う
と
、
流
暢
で
達
意
の
も
の
が
、
や
は
り
名文なのである。
〔補注〕
（１）『五代史』
せつきよせい
朱
・
蘇
居
正
（
字
は
子
平
、
識
は
文
恵
）
が
、
勅
】
口
を
奉
じ
『
愛
靜
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
僻
の
頼
山
陽
観
（
安
藤
）
節斎芳野ニテ翁、拝一一延元陵記アナタ様一一ハナゼ楠ヲ御用無し之
ヤ
ト
イ
フ
テ
半
時
斗
泣
候
由
。
御
承
知
ニ
ャ
。
三山此痴不レ可レ及・
節斎山陽亦有一一此風『奇談多アリ。
×
×
節
斎
山
陽
十
一
一
一
の
時
、
人
南
朝
ワ
ル
ク
イ
ヱ
ベ
大
怒
。
必
其
人
ニ
ヵ
ク
ッ
キ
シ
ト
山
。
其
痴
天
性
山
。
几有一一血気一者必有一一や心『
〔解義〕
こ
こ
で
「
翁
」
と
あ
る
の
は
、
前
か
ら
の
話
を
承
け
て
、
猪
飼
敬
所
の
こ
と
で
あ
る
。
節
斎
が
敬
所
の
行
状
を
伝
え
て
い
う
に
は
、
敬
所
が
古
野
に
遊
ん
だ
時
、
嚇
尾
陵
の
前
で
、
生
け
る
後
醍
醐
帝
に
愁
訴
す
る
が
ご
と
く
、
帝
が
楠
木
正
成
の
処
遇
を
誤
っ
た
こ
と
を
、
声
を
上
げ
て
執
勘
に
歎
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
頬
山
陽
に
も
、
同
じ
よ
う
な
気
風
が
あ
り
、
奇
談
が
多
い
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
猪
飼
敬
所
は
、
最
晩
年
の
頼
山
陽
を
、
そ
の
病
床
に
訪
ね
て
、
（１）
南
北
朝
の
正
閏
論
で
激
し
く
議
論
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
敬
所
が
指
摘
し
た
の
は
、
南
朝
を
吐
統
と
す
る
こ
と
の
矛
盾
で
、
こ
れ
に
対
し
て
山
陽
は
意
気
そ
の
六 て
監
修
し
た
の
が
「
旧
五
代
史
」
（
百
五
十
巻
）
。
欧
陽
修
（
字
は
永
叔
、
論
は
文
忠
）
が
私
撰
し
た
の
が
「
新
五
代
史
」
（
七
十
五
巻
）
。
「
新
五
代
史
」
は
『
史
記
』
に
倣
っ
て
文
章
高
簡
、
論賛も名文をもって知られる。
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粁昂として、南朝の正統性を主張している。したがって、右のよ
うな敬所の逸話は、むしろ頬山陽にこそふさわしい。それに山陽
は、病没の前年（天保二年）にも、広島への帰省の途上、「掲二廷
（２）
一元陵一」の長古詩を作り、まさに後醍醐帝に切々と訴違えるかたち
で
、
楠
木
正
成
を
論
じ
、
新
田
義
貞
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
また、節斎の伝えるところでは、頬山陽は幼少の時から南朝晶
負で、南朝を悪く言う者があれば、その者に猛然として食ってか
か
っ
た
と
い
う
。
「
か
く
つ
き
し
」
は
「
か
き
つ
く
し
」
の
誤
か
、
し
が
承
つく、むしやぶりつくの意であろう。
節斎にいわせれば、頼山陽のこのようなおろかしさは、生まれ
つきであると。「痴」は、ここでは奇逸なこと、奇矯なことを指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
よ
そ
血
の
気
の
多
い
者
は
、
抗
争
心
も
多
い
と
い
っている。
〔注補〕
（
１
）
正
閏
論
で
激
し
く
議
論
江
木
鰐
水
撰
「
山
陽
先
生
行
状
」
（
『
山
陽
遺
稿
』
所
収
。
拙
著
『
頼
山
陽
品
行
論
』
一
九
’
四
四
頁
）
。
『
日
本
政
記
』
第
七
十
五
論
文
（
拙
著
『
頼
山
陽
日
本
政
記
』
二七四’二七七頁。三八○’一一一八一頁）。
ス
ヲ
「頬山陽正統論」（副題「駁二猪飼敬所一」。『頼山陽文
集』第十三所収）。
（２）「謁二延元陵こ
『
順
山
陽
遺
稿
』
詩
巻
六
（
拙
著
『
頼
山
陽
詩
災
』
三
○
六
’三一○頁）。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
そ
の
七
節
斎
山
陽
・
随
園
、
優
劣
如
何
。
一一一山學問〈子才大一一勝ル。文〈勿論マサル。然モ山陽をシテ彼
士
二
生
レ
シ
メ
。
〈
、
ナ
ン
ゾ
及
ベ
ザ
ラ
ン
。
戎
（
更
ニ
マ
サ
リ
モ
ス
．、ヘシ。
山
陽
、
史
學
ヲ
以
テ
自
任
ス
。
子
才
〈
新
斉
譜
記
ヲ
箸
（
ス
。
敬
翁、此をｕテ山陽ヲ優ナリトス。殊一一不し知史筆世ニァリ。
随園ノ越姐ヲマタズ。子才、可一一以無Ｐ修レ史。又或云山陽
有一一通義『子才則無し之。又殊不レ知彼邦如一一通議一考不し可一一
勝数『豈待二子才一故。子才亦不レ代二庖人「固其所也。
節
斎
正
與
二
趣
意
一
暗
合
。
妙
々
。
外
史
・
逸
史
ア
レ
ド
モ
日
本
之
史
筆
ハ
マ
ダ
タ
ラ
ズ
。
山陽幸生一一日本弍谷子正亦然。
三山未し知一一如何扣谷子正イヅクニ生れテモ頭〈暖ナルベシ。山
陽若生一一西士「不し過し爲二遼東家『
節斎此翁才識頗高。若使二之生一一西士『則必別出し奇、木三必爲｜『
遼家一也。
三
山
谷
子
正
、
確
是
遼
東
家
。
〔解義〕
こ
こ
で
は
、
頼
山
陽
と
衰
随
園
（
前
出
。
貢
子
才
）
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
優
劣
を
論
じ
て
い
る
。
谷三山の意見では、学問も文章も、衰随園の方が勝っている。
し
か
し
、
も
し
頬
山
陽
が
漢
土
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
あ
る
い
は
衰
随
園
を
九○
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凌
駕
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
頼
山
陽
に
は
歴
史
の
大
著
が
あ
る
。
衰
随
園
に
は
、
わ
づ
か
に
伝
せいかい（１）
奇の『新斉譜記』があるのゑで、史筆ではとても山陽に比一Ｍでき
な
い
。
こ
れ
を
以
て
猪
飼
敬
所
な
ど
は
、
頬
山
陽
の
方
が
上
だ
と
い
っ
て
い
る。しかし考えて見れば、漢土においては、史学で勝れた人がい
く
ら
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
随
園
が
あ
え
て
こ
の
分
野
に
手
を
染
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
、
と
す
れ
ば
、
敬
所
の
よ
う
な
見
方
は
、
必
ず
し
も
正
し
く
え
つ
そ
ないと。「越訓」とは、己の本分を超』えて、他の領域を犯すこと、
余
計
な
手
出
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
敬
所
は
、
頬
山
陽
に
は
『
通
議
』
の
よ
う
な
経
肚
の
名
著
が
あ
る
の
に
、
衰
随
園
に
は
こ
れ
が
な
い
の
で
、
や
は
り
山
陽
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
た
考
え
て
見
れ
ば
、
漢
土
に
お
い
て
は
『
通
議
』
の
よ
う
な
も
の
は
、
幾
ら
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
随
陶
が
経
肚
の
書
を
杵
わ
さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
、
こ
れ
も
両
ほうじん
者
の
優
劣
を
定
め
る
尺
度
に
は
な
ら
な
い
と
。
「
庖
人
」
と
は
料
理
人
の
こ
と
、
こ
こ
で
は
経
世
の
論
策
を
練
る
の
意
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
三
山
の
意
見
に
対
し
、
節
斎
も
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
（２）
て
、
日
本
に
は
『
日
本
外
史
』
や
『
逸
史
』
の
ご
と
き
勝
れ
た
史
韮
が
あ
る
が
、
ま
だ
一
般
に
は
足
り
な
い
。
頬
山
陽
が
史
学
で
鴨
名
を
得
た
の
は
、
幸
い
日
本
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
谷
三
山
も
大
儒
と
し
て
盛
名
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
日
本
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
、
漢
土
で
は
な
ま
な
か
の
こ
と
で
は
、
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
これに対し一一一山は、それはどうか分からないが、この僕はどこ
けん
に
生
ま
れ
て
も
、
頭
脳
は
「
暖
」
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
「
暖
」
と
は
、
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
儒
の
頬
山
陽
観
（
安
藤
）
温暖なこと、生主ぬるいこと、こういって謙遜したのであろう。
そして頼山陽についても、彼がもし瀧士に生まれていたら、「遼
い
の
こ
東
の
家
」
、
つ
ま
り
枇
間
知
ら
ず
の
独
り
よ
が
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
節
斎
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
反
駁
し
、
執
山
陽
の
才
智
・
見
識
は、すこぶる卓抜しているから、もし漢士に生まれても、必ずや
得意の道を開拓し、大きな業績を残したであろう。「遼東の家」
と見るのは間違っている。と述べている。
谷三川はあえて反論せず、この僕はたしかに「遼東の家」にな
るであろうと、謙遜してこの縞をおわっている。
〔補沈〕
（
１
）
『
新
斉
譜
記
』
二
十
Ⅲ
巻
、
統
十
巻
。
清
・
哀
枚
鵬
。
神
怪
の
説
を
記
し
た
し
の
。
（
「
随
園
三
十
種
』
情
・
衷
枚
樅
。
乾
隆
・
嘉
慶
間
の
刊
本、所収）
（
２
）
『
逸
史
』十
三
巻
。
中
井
竹
山
桜
。
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
の
凹
序
、
天
明
年
間
□
七
八
一
’
一
七
八
八
）
の
成
立
。
寛
政
十
一
年
二
七
九
九
）
幕
府
に
献
上
し
た
。
徳
川
家
康
時
代
の
那
跡
を
記
し
た
し
の
。
頬
山
陽
は
、
こ
れ
を
評
し
て
、
「
竹
山
『
逸
史
』
さ
し
て
ｒ
へ
一
一
など、例論の承にて、差而益二人心一とも相見不レ巾候」
（
文
政
九
年
十
二
月
二
十
七
日
付
で
市
河
米
庵
に
宛
て
た
書
簡
）
と
、
つ
ま
り
、
徳
川
氏
に
阿
挾
迎
合
し
た
も
の
と
非
難
し
て
い
る。
九
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その八
節斎僕一友（原注。野田子明）有し句。日、千金離し換五廼肌。
山陽評し之日、是頼山陽所荊以卿二三百石一而隠上也。
×
×
節斎山陽残後著述之戊四行二於世一コ卜近世希レ比。江都ニテハ山
陽ノ著述ヲ集メ、自禰山陽學者有し之候由。其盛可レ想・誠
一一仕合之人也。×
×
節斎山陽後室貞節二附、當正月四日、官ヨリ蒙一一雄賞『是亦不二
燭塊一一山陽聿全山陽高名二附、婦人ナガラモ大ニリきミ候
也。使二之爲二庸人帰一未一一必如ロ此。
〔解義〕
この稿は、森田節斎が一方的に伝える頼山陽の逸事である。
先づ、頼山陽の門生で、節斎の友人でもあった野田子明（謀は
て
き
ほ
逸、号は笛甫。丹後田辺藩士）が、あるとき「千金、換え難し、
五更の眠」という句を賦した。つまり、五更（午前三時’五時
頃）、明け方の眼こそ、最も快適な境地にあるもので、何ものに
も
換
え
難
い
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
。
これを頼山陽が評して、これこそ自分が広島藩に禄仕すること
を
や
め
て
、
自
由
人
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
と
い
っ
た
と
い
う
。
煩
山
陽
の
こ
の
評
は
、
な
か
な
か
さ
ば
け
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
は
本
心
も
幾らかかくされていると思われる。
次
は
、
頬
山
陽
の
没
後
、
そ
の
評
価
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
、
「
近
世
た
ぐい稀なり」である。江戸に於ては、頬山陽の著述を取り集め
法
政
史
学
第
三
十
六
号
て、「山陽学者」を自称する者まで現われたという。いかに山陽
人気が高まったかがわかる。節斎は、「仕合わせの人なり」とい
っ
て
結
ん
で
い
る
。
り
え
（
１
）
次は、頼山陽の後室・梨影夫人についてである。彼女は夫亡き
あと、よく謹倹にして家を治め、遺児（友峰・三樹など）の教育
につくし、弘化四年Ｃ八四七）正月四日、その貞節を荷より褒
賞されたことを挙げている。
彼女が、よく夫の遺命を体して、ここまで勤め得たのは、頬山
陽の名声があまりにも高いため、これを汚してはならじと、大い
に
気
ば
つ
た
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
凡
夫
の
妻
で
あ
っ
た
な
ら
ば、とてもこうはいかなかったであろう、これも頓山陽の余風で
あ
る
と
。
〔補注〕
（
１
）
煩
山
陽
の
後
室
名
は
「
り
ゑ
」
、
こ
れ
を
頬
山
陽
は
文
雅
に
直
し
て
、
「
梨
影
」
「
梨
枝
」
「
里
枝
」
と
称
し
た
。
寛
政
九
年
二
七
九
七
）
、
近
江
彦
根
征
の
三
津
屋
村
の
旧
家
・
疋
川
藤
右
衛
門
の
川
女
に
生
ま
れ
た
。
家
は
農
機
具
、
は
た
お
り
器
具
を
取
扱
い
、
屋
号
かせぎや
を
「
械
屋
」
と
い
っ
た
。
四
歳
の
時
、
京
都
の
親
戚
・
大
崎
嘉
兵
術
の
養
女
と
な
り
、
成
童
の
後
、
さ
ら
に
小
石
樫
園
（
蘭
医
）
宅
へ
家
事
手
伝
い
に
出
さ
れ
た
。
十
八
歳
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
、
樫
園
が
仮
親
と
な
っ
て
頬
山
陽
（
三
十
五
歳
）
に
嫁
し
た
。
三
男
一
女
を
生
む
も
、
長
男
と
女
子
は
早
く
没
し
た
。
夫
に
後
る
る
こ
と
二
十
三
年
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
病
没
し
た
。
享
年
五
十
九
。
長
楽
寺
の
山
陽
墓
側
に
葬
ら
れ
、
碑
面
に
は
梁
川
星
厳
の
筆
で
「
貞
節
君
小
石
氏
墓
」
と
刻
さ
九
一
一
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そ
の
九
節斎頬山陽之於二詩文「虚心能容二人一一一一口『其遺風至レ今存一一於其門扣
山陽詩文二於テ虚心ナルコト不し槐一一君子『此一事比一一之山
陽ノ行一スレ。〈如二別人→足世人之所レ不し知。
三山賢契ハモト敬翁ニ學ブモノ也。而ルー一世人タ型山陽之徒卜
稲シテ猪翁ノ門人卜〈イハズ。コレ〈イヵナル故ニャ。
節斎識一一山陽日本楽府宅同励人笑し之。
廣瀬謙吉識一一同所し作詩『
三
山
東
骸
ノ
詩
〈
定
テ
甑
訂
ニ
テ
外
史
ヲ
読
ヨ
リ
六
ヶ
シ
カ
ラ
ン
。
〔解義〕
森
田
節
斎
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
帆
山
陽
が
詩
文
に
取
り
組
む
さ
い
に
は
、
「
虚
心
、
よ
く
人
言
を
容
る
」
で
、
愛
憎
好
悪
な
ど
の
妄
愁
を
除
き
去
っ
て
、
心
を
平
静
に
保
ち
、
公
正
な
る
態
度
で
、
人
の
意
見
を
謙
虚
に
聴
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
余
風
が
門
生
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
頼
山
陽
が
詩
文
と
取
り
組
む
心
が
ま
え
は
、
真
に
「
君
子
」
の
名
に
塊
ぢ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
山
陽
の
行
実
が
往
々
に
し
て
奇
矯
の
そ
し
り
を
桁
び
、
何
か
と
非
難
さ
れ
る
の
と
は
全
く
別
人
の
感
が
あ
る
。
肚
の
人
々
は
、
こ
の
山
陽
の
美
質
を
知
っ
て
い
な
い
と
。
これに対し谷一一一山は、出方はもともと猪飼敬所の門に学び、敬
所
と
の
関
係
の
方
が
深
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
世
の
人
々
は
頼
山
陽
の
門
人
と
称
し
て
、
誰
も
敬
所
の
門
人
と
い
わ
な
い
の
は
、
｜
体
ど
う
し
た
わ
け
か
と
間
う
て
い
る
。
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
儒
の
頼
山
陽
観
（
安
藤
）
れ
、
碑
陰
に
は
後
藤
松
陰
の
撰
文
が
刻
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
江
木
鰐
水
が
桃
し
た
「
山
陽
先
生
行
状
」
を
め
ぐ
っ
て
、
節
斎
が
山
陽
を
「
先
師
」
と
呼
ん
で
、
花
々
し
い
論
戦
を
展
開
し
た
こ
と
が
、
世
人
の
脳
裡
に
や
き
つ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
山
陽
の
盛
名
を
背
負
っ
て
、
節
斎
が
山
陽
の
門
生
を
強
耐
し
た
か
た
む
き
が
あ
る
。
さ
て
、
節
斎
は
こ
れ
に
は
答
え
ず
、
話
題
を
変
え
て
、
頼
山
陽
は
そ
の
私
（１）
熟
に
お
い
て
、
目
か
ら
撰
す
る
と
こ
ろ
の
詩
集
『
日
本
楽
府
』
を
門
生
に
授
け
た
。
こ
れ
を
猪
飼
敬
所
の
熟
で
は
、
噸
笑
し
て
い
た
と
。
お
も
う
に
敬
所
の
社
中
で
は
、
冊
者
が
絲
書
を
議
せ
ず
に
、
詩
や
歴
史
を
職
ず
る
の
は
、
邪
道
で
も
あ
り
、
か
つ
稗
度
も
低
い
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
のであろう。しかし節斎にしてふれば、山陽熟へ入門するのは、
詩
文
を
学
ぶ
の
が
目
的
で
、
経
書
な
ど
は
当
て
に
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
彼
は
当
初
か
ら
、
経
書
を
敬
所
に
、
詩
文
を
山
陽
に
学
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
彼
に
い
わ
せ
れ
ば
こ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
節
斎
は
、
広
瀬
謙
吉
（
字
は
吉
甫
、
号
は
旭
荘
。
淡
窓
の
木
弟
。
大
阪
の
怖
）
な
ど
も
、
自
己
の
作
る
詩
を
、
門
生
に
授
け
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
言
外
に
、
広
榊
謙
古
ほ
ど
の
著
名
な
儒
者
で
も
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
山
陽
の
や
り
方
を
咄
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
と
う
が
い
誌の話になったので、谷一一一川が一一一口うには、藤沢東咳（謀は棚、
字
は
元
発
。
大
阪
の
怖
）
の
作
る
詩
は
、
徒
ら
に
文
飾
が
多
く
、
雌
渋
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
帆
山
川
の
『
日
本
外
山
』
を
読
む
よ
り
も
め
ん
ど
う
で
あ
る
と
う
て
い
う
と
。
「
鯉
訂
」
と
は
、
食
物
を
食
べ
き
れ
ぬ
ほ
ど
並
べ
る
こ
と
、
転
じ
て
、
や
た
ら
に
古
語
、
故
事
を
蹄
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
難
解
な
詩
は
、
講
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
か
。
『
日
本
楽
府
』
な
ど
は
、
ま
さ
に
こ
れに類する。
九
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そ
の
一
○
節斎白石死後無二餘財『余二長光一刀一耳。
白石文才、大不レ及呈山陽一而気節或過焉。
山
陽
之
友
大
抵
碓
々
凡
人
多
突
。
不一一燭小竹一也。余常爲｜一山陽一講し之
〔解義〕
森
田
節
斎
の
伝
え
る
話
で
は
、
新
井
白
石
（
韓
は
君
美
、
字
は
存
中
。
幕
儒
）
が
病
死
し
た
と
き
、
家
に
め
ぼ
し
い
財
産
は
な
く
、
わ
づ
か
に
備
前
長
（１）
光
の
銘
刀
が
、
ひ
と
ふ
り
有
っ
た
だ
け
だ
っ
た
と
。
新
井
白
布
は
、
将
蠣
家
宜
の
春
遇
厚
く
、
次
の
家
継
の
世
に
も
時
め
い
て、天下の政務に参劃していた。また、林大学頭（信篤）の地位
を
、
有
名
無
実
に
す
る
ほ
ど
、
こ
の
方
面
で
も
威
を
揮
っ
た
の
で
あ
る
。
晩
年
は
思
い
き
り
よ
く
隠
遁
の
道
を
選
ん
だ
が
、
さ
り
と
は
淌
脈
な
人
物
で
あ
る。ま
た
、
節
斎
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
新
井
白
石
は
稀
世
の
大
儒
で
あ
る
が
、
文
才
は
頼
山
腸
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
気
節
の
駄
々
た
る
と
こ
ろ
は
、
あ
る
い
は
頬
山
陽
を
凌
駕
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
。
〔補注〕
（１）『日本楽府』
楽
府
体
の
詩
蠣
。
一
巻
。
頼
山
陽
撰
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
二
月
成
立
。
国
史
を
題
材
に
し
、
六
十
六
曲
を
収
め
る
。
そ
れ
が
難
解
で
あ
る
こ
と
は
、
頼
山
陽
が
門
人
の
橋
本
竹
レ
ニ
ハ
サ
ヲ
シ
ス
処
下に与えた萱日簡に、「皆、不し下し注無二解者一と存候」
（
文
政
十
一
年
十
Ⅱ
十
九
日
付
）
と
い
っ
て
い
る
。
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また、節斎が言うことには、噸山陽の友人には、役に立たぬ平
凡な人物が多かった。ひとり篠崎小竹の承ではないのであって、
自
分
は
噸
山
陽
の
た
め
に
、
い
つ
も
こ
れ
を
残
念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と。
（２）
但し、この一一一一口葉は、節斎が篠崎小竹と至って不仲であったこと
か
ら
、
割
引
き
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
頼
山
陽
の
親
友
に
は
、
大
塩
中
斎
（
通
称
は
平
八
郎
）
の
ご
と
き
気
節
の
士
も
い
れ
ば
、
古
賀
穀
堂
、
田
能
村
竹
田
、
武
元
登
々
庵
、
や
や
後
進
で
は
梁
川
星
厳
、
斎
藤
拙
堂
な
ど
、
な
か
な
か
の
人
物
が
い
た
。
し
た
が
っ
て
節
斎
の
言
葉
は
、
「
小
竹
僧
し
」
と
の
感
栫
が
多
分
に
波
及
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〔補注〕
（
１
）
備
前
長
光
お
さ
ふ
れ
備
前
長
船
（
現
、
岡
山
県
邑
久
郡
長
船
町
）
の
刀
工
。
鎌
倉
初
期
の
人
。
左
近
将
驍
、
左
衛
門
尉
と
称
す
。
足
利
将
軍
の
宝
刀
・
大
般
若
長
光
の
作
者
。
（
２
）
節
斎
、
小
竹
と
あ
い
容
れ
ず
節
斎
は
小
竹
と
、
江
木
鰐
水
撰
「
山
陽
先
生
行
状
」
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
論
蛾
し
て
い
る
（
拙
藤
『
噸
山
陽
品
行
論
』
所
収）。ま
た
、
『
愛
静
餓
躯
誘
』
に
も
、
節
斎
に
次
の
語
が
あ
る
。
ニ
ル
二
ケ
ワ
ス
ト
パ
ン
ト
ヲ
ツ
「僕征し下し坂、小竹設二酒肴一欲三与レ伐結二忘年之交『且
シ
一
一
テ
ヲ
ス
ン
ト
ル
モ
ラ
ソ
ノ
対
し
人
以
し
僕
為
し
可
レ
畏
、
彼
亦
一
筒
之
姦
雄
、
僕
豈
陥
二
其
術
ス
ワ
シ
ム
中一乎」（第一輯）、「小竹圧し弱、其一一一一口可し僧、一昨年色
々
海
屋
ヲ
愚
弄
セ
シ
ョ
ン
」
（
第
三
輯
）
と
。
「
海
屋
」
は
賞
名
海
屋
（
諦
は
苞
、
字
は
子
葬
）
の
こ
と
。 九
四
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谷一一一山と森田節斎は、この翌年（嘉永元年）八月にも再び築山
邸（愛静館）で会ったが、飛淡録は残っていない。以後は再び会
う機会はなかった。しかし、文通は親しく行なわれていて、ある
（１）
時の書簡（年月不詳）に、節斎は次のように述べている。
近世之偉人有一一二人『履軒経解、山陽之史筆。
すなわち近世の倖人として、中井履軒（韓は積徳、字は処叔。
竹山の実弟。大阪の儲）と帆山陽の二人を挙げ、履肝は経学に勝
れ（主著に「七継逢原」「七経彫題略」など）、頬山陽には臓史の
大著があることを指摘している。
谷三山の後半生は、あい変わらず多病で、六十歳を超えた頃に
は、殆んど失明していたが、それでも門弟の扶けを得て、時務に
（２）
関して藩侯にも朝廷にも献一一一一口している。押し寄せる多雌の時代
に、経書にのゑ沈潜しているわけにはいかなかった。病没したの
は慶応三年（’六七八）十一一月、享年六十六である。
（３）
一方、節斎は、もともと実学の徒を以て任じ、陽明学を豈戸ぶも
のである。進んで四方の志士と交盟し、あるいは後進を誘披し
て、勤王思恕を鼓吹した。文久・慶応の交、幕府の指日を受け
て、各地に亡命生活を送った。幕府が倒れて、親友の春日潜庵
（諄は仲襄、字は子賛。久我家の大夫）が奈良・五条両県の知事
に任ぜられ、これに招聰せられたが、時すでに病疾を得て再び起
く
び
す
てず、明治元年七月、一二山に踵を接するかのように世を去った。
享年五十七才であった。
『
愛
静
館
筆
語
』
に
見
る
幕
末
二
僻
の
頬
山
陽
観
（
安
藤
）
あ
と
が
き
なお、一一一山も節斎も、頼山陽の遺児（友峰、’一一樹の兄弟）と親
（４）
しかった。橿原の谷家には、一一一樹の揮毫があるが、これは三樹が
三山を訪ねて、逗留した時のものだという。また、頼支峰が江一川
（５）
へ遊学する時、節斎が賄った送庁「送一一一噸士剛遊一一江一川一序」は、
名文を以て知られるが、三山の校訂を紙たものである。なお、士
（６）
剛とは、支峰の字である。節斎には又、「醜く二頼士剛一書」一一篇が
（句Ｉ）
ある。また、節斎は三樹から、山陽の遺著『古文典刑』の原本を
昭られ、驚喜して感謝している。
以
上
の
よ
う
な
因
縁
を
見
て
も
、
飛
語
の
中
に
帆
山
陽
に
関
す
る
話
題
が、しばしば出ているのも偶然ではない、
〔注〕
（
１
）
あ
る
時
の
書
簡
与一一谷子爪一詞。（『森川節荒金雌』一』七六’一一七八画
所収）
（
２
）
谷
三
山
の
建
白
評
「壌夷三策」（文久一一年十一几）。高取藩主・植村家
保
に
上
っ
た
も
の
。
（
『
三
山
谷
先
生
遺
稿
』
一
五
’
三
五
頁
所
収）「上一一天朝一書」（元治元年天川）。藩主を通じて朝廷
に
上
っ
た
も
の
。
（
『
三
山
谷
先
生
辿
稲
』
一
’
五
頁
所
収
）
「上一一京部所司代一評」（九桁元年六月）。谷昌平の名
で
所
司
代
を
通
じ
幕
府
に
上
っ
た
も
の
。
（
『
三
山
谷
先
生
遺
稿
』
三
五
’
四
一
頁
所
収
）
（
３
）
節
斎
は
陽
明
学
を
喜
ぶ
一
一
ノ
｜
プ
『愛静館筆垂Ⅲ』（第一輯）に、「僕、征二体中不し枕、
ヲ
二
二
ヲ
お
も
え
ら
く
八
〈
ヲ
読一一陸王語頬『党』一胸中加快一」「僕、以為、興二衰世「
九五
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ツ
タ
〈
無
し
如
二
陸
王
学
一
」
な
ど
の
語
が
見
え
る
。
（
４
）
三
樹
の
揮
毫
ル
ヲ
レノ
ス
ノ
五
絶
一
首
。
「
清
夜
覧
二
梅
花
『
遙
遙
暗
香
去
。
俳
個
空
谷
中
。
ハ
シ
ノ
月
白
不
知
処
」
で
、
記
名
は
「
一
二
樹
醇
」
と
あ
る
。
（５）「送三頓士剛遊二江戸一序」
森
田
節
斎
撰
。
（
「
森
田
節
斎
全
集
』
三
八
’
三
九
頁
。
木
崎
好尚箸『頼三樹伝』一八一’’八一一一頁所収）
（６）「与一一頼士剛一書」
森田節斎樅。（『森田節斎全集』三六’一一一七頁所収）
（７）『古文典刑』
二
巻
。
漢
土
の
規
範
と
す
べ
き
古
文
の
精
髄
を
採
り
、
こ
れ
に
評
注
を
加
え
た
し
の
。
煩
山
陽
の
自
筆
原
稿
を
、
一
一
一
樹
が
節
斎
に
贈
っ
た
の
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
で
あ
っ
た
。
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